
物  質  名 2,6-ジメチルアニリン ＤＢ－25 

別  名 2,6-キシリジン 
o-キシリジン 

CAS 番号 87-62-7 
PRTR 番号 第 1 種 163 
化審法番号 3-129 

構 造 式 

 
分子式 C8H11N 分子量 121.18 
沸点 216℃ 1) 融点 11.2℃ 2) 
蒸気圧 0.13 mmHg（25℃）3) 換算係数 1 ppm = 4.96 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.84（測定値）4) 水溶性 8,240 mg/L（25℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 707 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 840 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、157 mg/kg/day を 5、10、20 日間強制経口投与した結果、157 mg/kg/day を 20
日間投与された群で、脾臓のヘモジデリン沈着に有意な増加を認め、脾臓のうっ血もみられ

た 7) 。 
・ラットに 0、20、100 mg/kg/day、500 mg/kg/day（2 週間後に 700 mg/kg/day に増量）を 4 週間

強制経口投与した結果、500→700 mg/kg/day 群で雌雄各 1 匹の死亡、体重増加の抑制、肝臓

重量の増加、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の低下及び限局性の肝細胞壊死がみら

れた 8) 。 
・ラットに 0、400 mg/kg/day（1 週間後に 500 mg/kg/day に増量）を 4 週間強制経口投与した結

果、400→500 mg/kg/day 群の雌雄で肝臓相対重量の増加、滑面小胞体の増多に伴う肝小葉中

心性肝細胞の腫脹の増加に有意差を認め、この他に雌雄で肝細胞のグリコーゲン濃度の低下、

雌でアニリン水酸化酵素活性の上昇がみられた 9) 。 
・ラットに 0、20、40、80、160、310 mg/kg/day を 13 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、

310 mg/kg/day 群の雌雄で体重増加の抑制、脳及び腎臓の相対重量の増加、160 mg/kg/day 群の

雄及び 310 mg/kg/day 群の雌で肝臓相対重量の増加に有意差を認め、40 mg/kg/day 以上の群の

雄で白血球数の減少、80 mg/kg/day 以上の群の雄でリンパ球濃度の低下及び分葉核好中球濃

度の上昇、160 mg/kg/day 群の雌雄でヘモグロビン濃度の低下、310 mg/kg/day 群の雌雄でヘマ

トクリット値の低下に有意差を認めた 10) 。この結果から、NOAEL は 20 mg/kg/day（暴露状

況で補正：14 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、0.03、0.1、0.3％の濃度で餌に添加して、交配前 11 週間及び交配、妊娠、哺育期

間を通して投与し、各群で得られた仔（F1）に親と同じ投与量を離乳後から 102 週間混餌投

与した試験で仔世代（F1）のみ結果が報告されており、0.3％群の雌雄でほぼ試験期間を通し

て対照群よりも体重が 10％以上軽く、0.3％群の雄で生存率の有意な低下を認めた。また、0.03
％以上の群の雄及び 0.1％以上の群の雌で鼻炎、0.3％群の雌雄で鼻腔の扁平上皮化生の発生

率に有意な増加が認められているが、体内動態の知見から経口投与であっても鼻腔で傷害が

起きる可能性が示唆されている 10) 。この結果から、LOAEL は 0.03％（15 mg/kg/day 相当）

であった。 



・イヌに 0、10、50mg/kg/day を 4 週間強制経口投与した結果、10 mg/kg/day 以上の群で投与後

の嘔吐、体重増加の抑制がみられ、50 mg/kg/day 群で高ビリルビン血症、低タンパク血症、

肝臓相対重量の増加、肝臓の顕著な脂肪変性がみられた 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットにジメチルアニリン（異性体の詳細不明）0、1、4、16 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15
日目まで強制経口投与した結果、母ラットでは 16 mg/kg/day 群で眼瞼の部分的な下垂、活動

の低下、運動失調、平伏姿勢、体重増加のわずかな抑制がみられ、胎仔では 16 mg/kg/day 群

で低体重がみられた 11）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露によって眼、皮膚、気道を刺激し、高濃度の暴露を受けた場合にメトヘモグロ

ビンを生成する可能性があり、これらの影響は遅れて現れることもある。急性症状として、

唇や爪のチアノーゼ、めまい、頭痛、吐き気、錯乱、眼や皮膚の発赤や痛みが現れる。長期

または反復暴露により、血液に影響を与え、貧血を生じることがある 12) 。 
・本物質はリドカインの代謝物であり、心臓病患者でリドカイン 0.5 または 1 mg/kg を静脈内投

与後、血中のメトヘモグロビン濃度の上昇や本物質のヘモグロビン付加体がみられたとの報

告がある 13, 14) 。 
・ジメチルアニリン（異性体の詳細不明）を自己注射（0.7～15 mg/kg）または摂取（7 mg/kg）

した人で、中枢神経系の抑制、呼吸抑制、低血圧や高血圧、徐脈、頻脈、心室性不整脈、一

過性の高血糖症が現れた 15) 。 
・ジメチルアニリン（異性体の詳細不明）40 ppm（196 mg/m3）に 1 時間暴露した人で重度の毒

性影響が現れる可能性があり、5 ppm（25 mg/m3）以上に長期間暴露された場合には体調不良

となる可能性が示唆されている 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 17) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 18)  
TLV-TWA 0.5 ppm（2.5 mg/m3） 
（2,4-、2,5-、2,6-ジメチルアニリ

ンの混合物） 
 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 20 mg/kg/day（白血球

数の減少）を採用し、暴露状況で補正して 14 mg/kg/day とし、試験期間が短いことから 10 で除

した 1.4 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 2.5 mg/m3 があるが、これは異性体混合物について設

定されているため、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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